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【風景は人の生き方、姿勢の結果？】 
日本の風景は、前回の You Tube

ではありませんが、どうしてもス

テレオタイプ的な自然の風景ある

いは名所旧跡の観光地の風景、そ

んなところ以上のものがなかなか

出てきていませんが、その理由？

を今回紹介する音楽関係の本にち

らっと垣間見たような気がします。 
ここで、やはり日本の風土のな

かにクラシック音楽というジャン

ルが根付かない理由に、よくいわ

れる「和をもって貴しとなす」的

な、あるいは談合的な風土がある

とことを話しているシーンがあり

ます。演奏会会場で、西欧諸国の

ようなブーイングシーンがまずみ

られない。どんなにダメな演奏で

も、一様、礼儀として拍手をして

労をねぎらう、そんな風土が、紳

士的ではあるが、いいものを、あ

るいは本物を生み出すパワーを削

いでいるといいます。ブーイング

は、一見、礼儀に反する野蛮な行

為のように見えますが、そこには、

本物を求める真剣な演奏者と聴衆

の対峙の姿がある。いわゆる目利

き的に、よく理解した聴衆がブー

イングをすることで、十分に耳を

発達していなかった聴衆が、これ

はダメな演奏なのだという認識が

生まれる。やたらなんでも拍手で

こたえると、ダメな演奏か、いい

演奏なのかという判断なしに、受

け入れてしまう。きちんと評価で

きる人は、演奏会の帰りに、「だめ

だよなあ、あんな演奏じゃあ」と

愚痴れますが、その判断がつかな

い開発途上の人は、こんなものな

のかといい演奏のレベルを下げて

しまう。この繰り返しが、本物の

演奏を理解できる人が日本には増

えていっていないということを語

り合っています。 
かつて、デザインの師匠、伊藤

清忠先生に、自分の子供に「美」

が解るように育てるには、親が感

じた美しいもの、そうでないもの

をきちんと伝えることといわれた

ことがあります。例えば、子供と

道を歩いていて、きれいな風景に

出会う、あるいは道端に咲くきれ

いな花にであう、その時に、「きれ

いだねえ」と子供に声をかけるこ

と。そうすると、子供たちは、そ

こできれいいという概念を構築し

ていくということです。また、子

供に待たせる日頃遣いのお茶碗も、

キャラクターもののプラスティッ

クのお椀でなく、きちんとした陶

器、あるいは磁器の茶碗を使わせ

る。そりゃあ、子供ですから、最

初は、すぐに割ってしまったりす

るかもしれませんが、ものを大切

に扱うという習慣に合わせて本物

を見る目が養われる。最近のお母

さんたちが、自分の子供におしゃ

れな服装をさせるということは、

ファッションセンスを磨くのには

最高のデザイン教育なのかもしれ

ません。 
話を戻すと、日本のデザインの

世界の場合、そのような礼儀とし

ての拍手ばかりで、デザイン批判

のようなものが行われていないこ

とが、いいデザインを国民全体の

理解として広がらない理由なのか

もしれません。○○先生が指導し

て生まれたデザインの橋だから、

オオぴらに批判してはいけないと

いうことだと、いいものも、そう

でないデザインのものも、市民は、

こんなものという理解を広げるこ

とになり、結局、公共施設のデザ

インに対する目が養われない。 
数年前、日本のだめな景観 100

選のような企画がありましたが、

電柱の風景であったり、やみくも

に立つマンションであったりと、

誰が見てもだめな景観を集めたと

いうことで、共通のコンセンサス

を得ることには成功したと思いま

すが、そういう共通の目というも

のでなく、目利きを自認する景観

の専門家として、この橋のデザイ

ンはダメ！という場が生まれない

ものでしょうか。 
河川の世界では、多自然「型」

川づくりにおいて、ダメなデザイ

ン、勘違いのデザインというもの

が 10年目のレビューの中で多く出
て、その成果として、多自然川づ

くりという次のステップに移った

という経緯があります。 
先日の岡村さんのレポートの中

に、色つき歩道の批判がありまし

たが、おかしい！、変！というも

のをしっかりと発言していくこと

が、日本の風景を少しづつよくし

ていくのだと思います。が、一方

で、みんなで仲良くという風土が

生むぐちゃぐちゃの風景が日本ら

しい風景かもとも・・・日本人の

生き方の姿勢が、風景を作るとい

うことですかね。・・・・・【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第44号) 

今年 3月までの 50号を目指し、なんとか風景に関する話題を無理くりに続け
てみたいと思います。先週、風景デザイン研究会のセミナーがあり、いろいろと熱
い意見を聞きながら、改めて考えてみた「日本の風景」。 
日本人の美徳といわれる礼儀正しさ、正面から意見を言わない根回し的な物

事の進め方、あらゆるものが風景としてあらわれでているのでは？ 
・・ 

インフルエンザで寝込んで以降、お酒控え目にして、ギター練習に当ててる毎日です。 


